
今年も蓮如さんのご一行が念慶寺に立寄り、法話が行われます。 
写真は昨年の御影道中 

念慶寺だより 
〒529-0341 長浜市湖北町速水 921番地【０７４９－７８－０３１２】   
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固定電話は住職の携帯

電話に転送されます 

念慶寺報  

蓮
如
さ
ん
と
同
朋
大
会
の
ご
案
内 

今
年
も
蓮
如
上
人
の
御
影
を
福
井
と
石

川
の
県
境
に
あ
る
吉
崎
別
院
ま
で
運
び
、東

本
願
寺
ま
で
往
復
す
る
御
影
道
中
が
行
わ

れ
ま
す
。江
戸
時
代
か
ら
戦
時
中
も
休
む
こ

と
な
く
続
け
ら
れ
た
伝
統
が
あ
り
、経
路
の

お
立
寄
り
は
１
２
０
箇
所
に
な
る
そ
う
で

す
。
そ
こ
で
は
お
勤
め
と
法
話
が
行
わ
れ
、

道
路
を
歩
ん
で
い
る
と
地
域
の
方
々
が
お

賽
銭
を
も
っ
て
迎
え
て
く
だ
さ
る
こ
と
が

今
も
続
い
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
、
こ
の
御

影
道
中
が
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
り
、地

域
を
問
わ
ず
、多
く
の
方
が
一
緒
に
歩
か
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。念
慶
寺
へ
の
お

立
ち
寄
り
は
５
月
６
日
の
午
前
１
０
時
２

０
分
ご
ろ
。
ぜ
ひ
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、今
年
の
長
浜
特
区
の
同
朋
大
会
は

浅
井
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
す
。長
浜
別

院
がN

H
K

の『
秀
吉
兄
弟
』に
協
賛
す
る
大

河
ド
ラ
マ
館
と
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。期

間
限
定
で
早
川
鉄
兵
さ
ん
の
襖
絵
も
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。 

同
朋
大
会
の
講
師
は
、北
海
道
蘭
越
の
黑

萩
昌
さ
ん
で
す
。私
の
北
海
道
時
代
に
大
変

お
世
話
に
な
っ
た
方
で
、煩
悩
を
抱
え
た
凡

夫
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
一
歩
も
離
れ
ず

に
語
っ
て
い
か
れ
る
法
話
は
抜
群
で
す
。本

山
を
は
じ
め
全
国
各
地
を
飛
び
回
っ
て
い

ま
す
。
参
加
費
は
５
０
０
円
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。 
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時
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ご
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長浜２１組日曜公開講座 【４月５日】 
長浜２１組では、毎年３月末から４週連続で日曜公
開講座が開かれています。今年はその会場の一つが念
慶寺でした。今回の講師は彦根の西郷孝信さん。本願
寺派の僧侶で、出身は熊本。お寺を継ぐことを拒んで
色々やっていま
したが、最終的に
は彦根のお寺に
入ることになっ
た。その際に母親
にかけられた言
葉を大切にされていることをしみじみと語ってくだ
さいました。 
速水仏教会花まつり【４月１２日】 
速水仏教会の会長を八日市の真願寺さんに引き継

ぎました。真願寺の住職は伊藤真希さん。消しゴムハ
ンコの創作するプロの芸術家でもあります。今年の花
まつりは、伊藤さんが創作した消しゴムハンコをたく
さん準備いただき、無地のエコバックに好きな色のイ
ンクを使ってオリジナルのバックを作るというもの
でした。 
 みんなが楽しんで、過ごした花まつりとなりました。
毎年開かれますので、よろしければご参加ください。 

雨樋の修理【５/６以降】 
今年の雪で本堂向拝の雨樋が捻じ曲が
り、３月の強風で雨水受に雨水を流し込む立樋が飛ばされて外れてしまいました。素人でこれを
修復することはできないことから、２社から見積もりをとって最終的に尾上の中村板金工業所
にお願いすることになりました。作業は５月６日の蓮如上人御影道中が終わってから取り掛か
ることなりました。ご了解くださいますようお願いいたします。 
 
 
 

今月の仏花 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４⽉の仏花は境内に咲いている桜を真
にして⽴てました。春になると、桜を⾒る
ために出かけようという雰囲気に包まれ
ます。本堂にもその雰囲気を醸し出した
いと思っています。 

桜は満開になってしばらくすると、散
ってしまいますが、仏花にすると３週間
ほど花を保ってくれます。ただ、花が散っ
ていくことは避けられず、雪柳とともに
花瓶の周りが花だらけになってしまいま
す。それはそれで綺麗なのですが、難しい
ものです。 


